


発明部門や特許事務所間、社内外の他システム連携等、課題も多様化。
テレワーク時代での知財ワークフローシステムのメリットや課題に関して改め
て調査研究を行い、会員企業へ情報提供をする。

企業における知財ワークフローシステム
導入とシステム連携についての調査・研究小委員会

第１

小委員会

第2

各社のシステム部門に知見が
あると想定。知財として抱える
課題は比較的少ない。

＃製品仕様 ＃他システム連携
＃画面＃ワークフロー

システム部門に
相談して解決！

知財、発明部門、事務所等
ユーザ視点の課題

今日もExcel加工、
コピペ作業…

知財管理者の課題 システム部門の課題

悪いところに目が
いっちゃうんです…

案件評価のための知財管理システムの
データ管理・活用に関する調査・研究小委員会

第2

発明の創出から権利満了までの一連の知財業務において行った評価情報を
蓄積し、次の業務につながる評価サイクルを機能させたい。

評価サイクルを構築するため、特許案件を評価するタイミングと評価方法、お
よび、知財管理システムにおける評価情報の管理方法について研究している。

複数件をまとめて評価する場合の課題や、外部の評価ツールの使い方につ
いても模索している。

評価サイクル

評価

判断

アク
ション

結果
フィード
バック

各種判断以外に評価データを活用しているか？

- 資産の見える化
- 事業部とのコミュニ
ケーションツール

- ライセンス検討
- 権利の質・価値の評価
- 権利行使検討
- 実施状況確認
- 売却検討

- 昇格判断
- 表彰

活用例

- 予算判断￥

(当委員会内調べ)

理想の評価サイクルを
作るポイントは「評価」
です！

＃案件セキュリティ

＃サーバ ＃ネットワーク

※件数は一番多い

電子承認等、テレワークにも大
貢献。万人受けはなくユーザか
らの要求は永遠になくならな
い。適切な優先順位を。

※注力推奨領域

導入時の検討・調整不足・安易
な運用対処（無期限）は、半永久
ランニングコストに。他システム
連携など、他部署協力要（比較
的難易度の高いものが多い）。
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